
Nakatsuka Tom

中塚吐夢
（株）中塚大輔広告事務所

代表取締役社長

〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町2-33-8
TEL.03-3663-5608　FAX.03-3663-5622

クリエイティブディレクター
コピーライター

1970年、東京生まれ。自由学園最高学部卒

業。東京綜合写真専門学校修了。1995年

中塚大輔広告事務所入社。化粧品や健康

食品など薬事法に関わる広告からハイテク企

業の企業広告、TVCF、PRビデオ、学校広報

などの企画・コピーライティングを手掛ける。                 

主なクライアント ： シュウ ウエムラ化粧品

林原グループ、松下電器、日産自動車、白鴎

大学、日立ソフト、イービーエムなど。

主な受賞歴 ： 朝日広告賞、読売広告大賞

広 告 電 通 賞、全 国カタログポスター展、ロ

ンドン広告賞、東京ADC賞他、多数入賞。

1-3. イービーエム ／ ポスター。国内外にスキン

ケア スタジオを展開する化粧品会社の広告。

一般的なエステ店との混同を避けるため、「美

顔専門店」とスローガンを設定し、新業態の化

粧品会社であることを強く打ち出した。2のポス

ターの商品は、ネーミングからパッケージデザ

イン、販促物までを手掛け、売上げに貢献した。

4. 林原グループ ／ 新聞広告。トレハロースの

知名度向上と、この糖質に骨粗鬆症を防ぐ

働きがあることを知らせる広告。薬効をスト

レートに訴求できないことから、企業広告の

体裁をとった。読売広告大賞ほか受賞。林原

グループでは他に、低カロリー甘味料、オリゴ

糖、プロポリス等の健康食品を掲載する通

販カタログを手掛け、売上げ記録を年々更

新。こちらも内外から数多くの受賞を重ねた。

5. シュウ ウエムラ化粧品 ／ 新聞広告。高知県

室戸岬に世界初の海洋深層水専門工場を建

設したことを告げる企業広告。写真の男性は

メイクアップアーティストで創業者の植村秀氏。

6- 7. シュウ ウエムラ化粧品 ／ ポスター。世界

で初めて、海洋深層水を化粧品に応用したこ

とを告知するキャンペーン。幅広い媒体を使

用して、息長くつづけた。海洋深層水がまだ

一般的でなかったころから、効能を啓蒙するコ

ピー戦略を構築した。写真は、空飛ぶクジラ

が森山大道氏。水中を飛び跳ねるボトルが、

中村彰三氏。アート性の高さも、評判となった。

8-11. 日立ソフト ／ ポスター＆ＴＶＣＦ。数次に及

ぶ取材で体感したのは、IT企業とは一線を画す、

物づくりへの情熱と人間性へのこだわりであっ

た。企画スローガンは「人間の味がする。日立ソ

フト」。企業姿勢をわかりやすい形で紹介した。
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Matsuda Sumiko

松田澄子
（株）中塚大輔広告事務所

取締役

〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町2-33-8
TEL.03-3663-5608　FAX.03-3663-5622

アートディレクター
デザイナー

19 7 2 年 兵 庫 県 神 戸 市 生まれ。東 京 都 立

大 学 人 文 学 部 仏 文 科 卒 業 後、セツ・モー

ドセミナーにてイラストを学ぶ。1996年より

グラフィックデザインの仕事を始め、2000年

中 塚 大 輔 広 告 事 務 所に入 社 。現 在、グラ

フィックデザインを中 心に、エディトリアル

やパッケージデザイン等を手 掛ける。主な

受 賞 歴：日本 パッケージ大 賞 2 0 0 3 銀 賞 。

ロンドン国 際 広 告 賞 、モントルー広 告 賞 、

東京ADC賞、東京TDC賞ほか。

1. シュウ ウエムラ化粧品／キービジュアル＆

パッケージデザイン。1960年代から現在の

クレンジングオイルブームを築き上げた歴史と

信頼を構築的なビジュアルで表現した。パッ

ケージデザインは、日本パッケージ大賞をは

じめ、国内外から高い評価を受けた。

2. シュウ ウエムラ化粧品／パッケージデザ

イン。海洋深層水配合のスキンケア。マー

クは、海底から湧きあがる海洋深層水と、肌

に3段階で働きかける商品コンセプトを表現

した。ロンドン国際広告賞、モントルー広告

賞、東京TDC入賞。

3. エキップ RMK／雑誌広告。野菜やフルー

ツのエキスを処方したクレンジングシリーズ。

食べられる原料というユニークさをストレート

に表現した。かわいらしく、かつインパクトの

あるデザインが評価され、日本雑誌広告賞

銀賞を受賞。

4. エキップ RMK／雑誌広告。保湿ラインの

リニューアルを紹介する広告。RMKではデリ

シャス・スキンケアをコンセプトに、おいしそう

な果物の中から商品が浮き上がるビジュア

ルづくりを追求している。

5-6.  エキップ RMK／総合カタログ。毎年

発行されるRMKの総合カタログ。中面にも

フルーツのイメージがふんだんに使われ、撮

影現場は果物であふれかえる。

7. イムダインジャパン／プエラージュ。女性

向けサプリメントのパッケージ。イラストはター

ゲットである大人の女性のイメージ。中間色

を用いることで、華やかでありながら落ち着

いた雰囲気に仕上げている。

５. 林原グループ／H＋Bライフサイエンスの

ジャム。自社開発の低カロリー甘味料を使

用。ネーミングを「ダイエットスタイル」としダイ

エットのきっかけづくりを提案している。オレ

ンジの円をシンボルに採用。フルーツをその

中にはめ込んでいる。
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Nakatsuka Daisuke

中塚大輔
（株）中塚大輔広告事務所

顧問

〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町2-33-8
TEL.03-3663-5608　FAX.03-3663-5622

クリエイティブディレクター
アートディレクター
コピーライター

1943年、東京日本橋生まれ。成蹊大学卒業。

外資系広告代理店等で修行後、独立。当初

はコピーライターとして数々のヒット作を生み出

すが、作風は徐々にアート性を強め、コピーと

デザインの両面から、ユニークな作品をつくり

続けている。これまでの最大の業績はシュウ

ウエムラ化粧品を、世界的なブランドとして定

着させたこと。著書に「中塚大輔・広告の魂」

ほか。広告賞、デザイン賞の受賞多数。作品は、

内外の美術館、美術大学等に永久保存され

ている。

1. ジャック・ダニエルの新 聞 広告シリーズ 。

19 5 1年 。輸 入元のサントリーが、自社製の

ウィスキーだけでなく、輸入酒を大々的にPR

し始めた頃の広告。米国の祝日にあわせて出

稿。コピーは、米国人の国民性とテネシーウィ

スキーへのこだわりについて書かれている。

2. カンタス航空。雑誌広告シリーズ。1981年。

その頃未知の、オーストラリアの魅力を観光

写真的ではなく、普通の旅行者の眼で切り

とった。撮影は、篠山紀信。コピーも同様の

紀行文的な語り口を採用している。

3. 岡山のバイオ企業、林原の低カロリー甘

味料。ポスター。この仕事は、「プリベント」

（予防）というネーミングからスタート。パッケー

ジから一連の販促、広告を手がけた。写真と

コピーは、米国の肥満社会に取材。1985年

の話題作となった。

4 - 5. イタリーの靴、ミス・パンカルディの雑誌

広告。1977年。「流行通信」のみのシリーズ

だが、セクシーな婦人靴のさきがけとして知ら

れる。コピーは「私的コピー」。商品とコピー

を書く人間の感性を直接ぶつけ合わせてそこ

に生まれるドラマを抽出している。

6 - 9. シュウ  ウエムラ化 粧 品 。ポスター。

コピーは、「顔が主張しすぎると、あなたが見

えなくなります」から「悲しい時も、うれしい時、

も鏡をみましょう」まで。19 8 0年以来、この

広告主の仕事では、カリスマの発言を表現の

核とし、イメージの翼をひろげた。
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